





































































































































































の妥当性を検討するため 、 4 年生へのインタビュー調査を試みた。
3 ．「DP対応ルーブリック」の課題
3 - 1 ． 4 年生への「DP対応ルーブリック」の調査
本調査では、2020年 1 月に人間科学部多元心理学科、国際情報学部国際情報学科、文










3 - 2 ．「言語表現（外国語）」
































































3 - 2 - 2 . インタビューの詳細
＜多元Aさん＞







































3 - 2 - 3 ．考察
Ａさんの場合、ルーブリックが想定した基準のあらまし、彼女自身が想起する大学の
授業・成績、日常生活での実際の英語運用の状況に様々な不一致があった。質問者が大

























































3 - 3 . 「チームワーク」





























































































































3 - 4 ．「コミュニケーション」
3 - 4 - 1 . 「コミュニケーション」の調査
「コミュニケーション」のルーブリックは表 7 のとおりである。
表 7 ：「DP対応ルーブリック」の「コミュニケーション」









































































































































立するものではない。大学のルーブリックのレベル 1 は高等学校との接続、レベル 4 は
社会との接続を意識する必要がある。この視点を大切にしながら、学生が「一生」とい
う時間軸のなかで学びが段階的に発展的に行われるようサポートしていきたい。
付記
この研究は、金城学院大学人文・社会科学研究所2019年度共同研究プロジェクト助成
を受けて行われたものである。
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